
 

子どももおとなも楽しくすごせて、ゆとりも広がる

ー保育・学童保育・子育て支援の充実を― 
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「請願項目を詳しく教えて」（府への署名） 

「お願い内容の項目を

詳しく教えて」と言われ

て、うまく説明できなか

ったよ… 

 納得して賛同してもらうのは大事なこと。 

大阪府への請願署名は①～⑥は保育・子育

てについての項目です。 

ここでは⑦以降の学童保育に関わる項目を

詳しく説明します 

 

学童保育が必要な子どもが、安心・安全に楽しく通えて、すこやかに育ちあえるように… 

 

請願項目⑧ 

学童保育のトイレ整備の遅れが深刻です。整備が促進されるよう補助してください。 

（学童保育専用トイレの設置、増設、洋式か、個室化、老朽化対応など） 

 排泄を安心して行えるのは人間の生活の場として重要な

ことです。 

 

清潔で「使いやすい」「臭くない」「遠くない」「混まな

い」「怖くない」「男の子が用を足している後ろを女の子

が通らない」など、子どもたちから安心なトイレにして

ほしいとの声がたくさんあがっています。 

 

請願項目⑦ 

学童保育の待機児童や大規模問題を解消するため十分な施設整備費を予算化してください。 

 

 

 

 

 

 

↑宿題できへん･･･      ↑ぼくもまだ通いたかった泣 

学童保育は 1～6年生まで、必要な子どもが「ただいま」

と安心・安全に通える権利があります。そのため施設の

基準は「1部屋の人数はおおむね 40人以下／１人当たり

の面積はおおむね 1.65㎡以上」となっています。 

 

でも各地で、施設整備がまだまだ足りてなくて…。 

待機児童や学年制限（高学年）で「入れない」子ども

は、さびしい不安な放課後に。「入れた」場合も、基準緩

和で 1部屋 50・60・70人と大規模になり、うるさく安全

確保さえむずかしい状況も。子どもが楽しくなくて「や

めたい」となったら…とてもつらく困ります。 

 

安心安全な施設整備を進める予算化をおねがいします！ 

No.３ 



請願項目⑨ 

学童保育の保育料の減免制度を市町村が充実できるよう、補助してください。 

 

 

学童保育の保育料は、市町村ごとに決められています。家計が厳

しい家庭ほど負担が重くなりがちです。物価は上がっているのに

保育料も高くなる方向ではさらに子育て不安が重くなります。 

学童保育の保育料が軽減され、子どもたちが安心して通えるよう

に、府として軽減補助をしてもらえたら…。 

 

 

請願項目⑪ 

保育・学童保育施設が緊急時・災害時において地域の子育て世帯を支えるセーフティネットの役割が果たせるよう

必要な対策と施設の増改築費用を補助してください。 

夜泣きも「子どもの 

ための施設」なら 

気兼ねが少ない 

 

 

 

子どもになじみある日常を保障する 

親がいつも以上に

いそがしくなり 

さみしいけど慣れ

た環境が残ってい

てよかった 

災害時の避難所の多くは、公民館や学校になります。加えて保育

園や学童保育が、臨時の保育施設や避難所として、整備されれば

安心です。 

乳児のいる家庭は保育園やこども園へ、小学生等の子どもは学童

保育で過ごせるようにできれば、環境の変化が少なく不安な時の

“安心感”に。 

子ども用の小さな便器があるだけでも負担はまるで違います。 

また災害時に生活再建や仕事のある家庭の子どもたちは、保育園

や学童保育で過ごせたり、一定期間の生活が保障される想定も必

要です。災害時を想定した訓練や備蓄もしておきたいですね。 

 

給食も同様で、自校調理施設にもそんな役割が担えますよね。 
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請願項目⑩ 

保育所等・学童保育で働く職員の確保・定着のために、 

処遇を改善し専門職にふさわしい賃金水準が保障されるように補助してください。 

 

子どもの育ちに関する「専門職」である学童保育の指導員不足が

深刻です。指導員自身も子どもの理解を深め、丁寧にかかわりた

いと思っていても難しい状況です。短時間で勤務保障もなく、処

遇も低いのが現状です。指導員が長く働き続け、経験を積み上げ

ながらよりよい仕事ができるよう… 

「処遇改善」「常勤職員の複数配置」「研修充実」が必要です。 

ぜんぶでなくても、 

「うちの子どもも、こんなこと

で困ってる…」など身近な話を

添えて説明できると伝わりや

すいよね！ 

保育・学童保育に関係する５つの団体で構成されていま。一

緒にとりくむ団体を紹介します。 

・大阪保育運動連絡会 ・大阪学童保育連絡協議会 

・大阪自治体労働組合総連合 ・全国福祉保育労働組

合大阪地方本部 ・社会福祉全国会議大阪支部 

石川県・三重県・長崎県などは 

「一人親家庭への減免」や 

「第 2子、3子への減免」を行って

います。 

（所得制度がある場合もあり） 


